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　最近、小学校の授業でアメリカの小学校について話
をしました。そこで、給食の話題になったとき、児童
に写真を見せました。すると、その写真を見たみんな
は驚いている様子でした。みんなが何に驚いたかとい
うと、アメリカの小学生が自由に好きなものを食べて
いるということでした。
　実は、アメリカではすべての児童が必ずしもスクー
ルランチ（給食）を食べるというわけではありません。
多くの児童は、家から弁当のようなランチボックスを
持ってきます。また、学校のカフェテリアでは、お店
のようにそれぞれが好きな食べ物を選んで買うこと
もできます。では、なぜ日本のように同じ給食ではな
いのでしょうか。僕は、アメリカですべての児童に同
じ給食を食べさせるのは無理だと思います。その理由
は三つあります。
　一つ目の理由は、アメリカには多彩な宗教や宗教
的な背景をもつ人がいることです。宗教や経歴によっ

て、食事制限があります。例えば、イスラム教徒とユ
ダヤ教徒は豚肉が食べられません。ヒンドゥー教徒の
中には魚や肉がまったく食べられない人もいます。牛
肉は特にダメです。
　二つ目の理由は、アメリカにはさまざまな文化をも
つ人がいることです。もつ文化によって、食事の好み
は違います。例えば、ピザのない国からアメリカに移
住したケセニア先生の家族は、初めはピザが全然食べ
られませんでした。ピザがよく出るスクールランチは
ケセニア先生にとってはとても大変でした。そういう
意味でも、みんなが同じ食べ物を食べられるというわ
けではないのです。
　三つ目の理由は、アメリカには色々な個人的な信条
をもつ人がいるということです。例えば、僕はベジタ
リアンです。滑川中学校で給食を全然食べられません。
日本と比べて、アメリカにはベジタリアンはたくさん
います。ベジタリアンは肉の代わりに重要な栄養素が
入っている食べ物を摂るようにしなければなりません。
　日本ではすべての生徒が同じ給食を食べますが、僕
はアメリカのように生徒が自分で選んだ昼食を食べる
ことが大事だと思います。同じ経歴や背景の人でも人
はそれぞれだからです。しかし、これは単に僕自身の
意見であって、違う意見の人も多いと思います。

ＡＬＴ

パトリック・フィン
アメリカのスクール・ランチ（給食）
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新着図書案内
（図書館のホームページに多数の本をご案内し
ています）

◆一般書
□さいごの毛布　　　　　　　近藤　史恵
□代償　　　　　　　　　　　伊岡　　瞬
□冬空トランス　　　　　　　長沢　　樹
□馬琴綺伝　　　　　　　　　小谷野　敦
□狐さんの恋結び　　　　　　北　　夏輝
□寂しい丘で狩りをする　　　辻原　　登
□艦上に散る　　　　　　　　塩田　武士
□フェイバリット・ワン　　　林　真理子
□寝相　　　　　　　　　　　滝口　悠生
□豆の上で眠る　　　　　　　湊　かなえ
□ありふれた愛じゃない　　　村山　由佳
◆児童書
□ビブリオバトルを楽しもう　粕谷　亮美
□はなかっぱとひのかっぱ　　あきやまただし
□絵本「旅猫リポート」　　　有川　　浩
□かえるくんどっちがどっち？　松崎　利光
□しらゆきひめ　　　　　　　　いもとようこ
□育てて、発見！「トマト」　　真木　文絵
□まるごと日本の世界遺産　　　増田　明代

＜こども映写会＞　４Ｆ
　17日㈯　午後２時～
　「あなぐまのクリーニングやさん」ほか
　講師　図書館ボランティア
＜絵本のよみきかせなど＞　２Ｆ
◆おはなしのへや　３日㈷　午後３時～
　　　　　　　　講師　ショコラ
◆おはなしかい　10日㈯　午前11時～
　　　　　　　　講師　おはなしママの会
◆おはなしのひろば　24日㈯　午後３時～
　　　　　　　　講師　たんぽぽの会
＜読書会＞　３Ｆ
　24日㈯　午後１時30分～
　「定年ゴジラ」　重松　清 著
　講師　岩崎 信雄さん
＊グループ研修
◇「源氏物語」を読む　３Ｆ
　10日㈯　午前10時～
◇古文書を楽しむ会　４Ｆ
　10日㈯　午後１時30分～
◇歌会　３Ｆ
　18日㈰　午後１時30分～

５月の催し

 　☎  475-8001
　FAX 475-9041
 〈開館時間〉9:00～19:00
　※土･日･祝日は18:00まで

＜図書館カレンダー＞　５月
日 月 火 水 木 金 土
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　　は休館日

滑川市役所　〒936-8601 滑川市寺家町104 ☎475-2111 文化の広場
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